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2-3物 質 ノ變 化 ニ就 テ

岡山醫科大學法醫學教室(主任遠藤教授)

吉 田 稻 太 郎

上 野 博

緒 言

硫化水素 ニヨル中毒ハ元來下水掃除,汚 物取扱或ハ皮鞣等 ニ際 シ屡々見受 ケラレシモノナル

ガ,化 學工業ノ隆盛ニ赴ク ト共ニ,工 場内,實 驗室内等ニ於 テモ發生 シ,近 時人絹製造工業 ノ

勃興ハ斯ノ方面ニ於 ケル硫化水素中毒 ニツイテモ亦注意 セラルルニ至 レリ.即 チJaensch1)ハ

人絹工場 ニ於ケル硫化水素中毒患者ノ眼疾ニツキ其ノ臨牀的方面ヲ觀察報告セリ.硫 化水素中

毒 ニ際 シテ眼症状 ヲ發スルコ トアルハ既ニ古クヨリ知 ラレタル事實ナルガ,一 般 ニ此 ノ瓦斯中

毒 ニ際 シ現ハルル症状 ハ,局 所作用 トシテハ眼球及 ビ眼瞼結膜 ノ炎症,角 膜潰瘍,鼻,咽 頭及

ビ氣 管 粘 膜 ノ炎 症 等 ア リ.全 身症 状 トシテ ハ 食慾 缺 損,便 秘,惡 心,頭 痛,呼 吸 困難,チ ア ノ

ー ゼ
,眩 量,失 神,痙 攣 等 ナ ル ガ,時 トシテ此 ノ瓦 斯 ヲ吸 入 スル ヤ瞬 時 ニ シテ死 亡 シ,或 ハ數

時 間後 ニ鬼 籍 ニ入 ル モ ノ ア リ.即 チ局 所 及 ビ遠 隔 作 用 ヲ現 ハ シ,一 面 ニ於 テ呼 吸 器 ノ粘 膜 ヲ高

度 ニ刺 戟 シ,他 面 中樞 神 經 及 ビ血 液 ニ著 明 ナル 作 用 ヲ及 ボ スモ ノ ナ リ.

硫化水素 瓦斯 ガ血行 中 ニ入 ルヤ.此 處 ニ於テ「ヘモグ ロビン」及 ビ「アルカ リ」ノ硫化物2)ヲ 生 ズルモ ノト

考 ヘラルルガ,其 ノ一部ハ直チ ニ血液中 ノ炭酸瓦斯ニ ヨ リテ分解セ ラ レ,硫 化水素 トシテ 其 ノ儘肺 ヨ リ呼 氣

卜共 ニ排出セ ラ レ,殘 部 ノ大部ハ體 内ニ於 テ硫酸 ニ酸化 セ ラレテ尿中 ニ排田セ ラルル モ ノノ如 シ,

從 ツテ體内ニ増加 セル硫酸ハ其 ノ内ニ營爲 セラルル諸種 ノ機轉,例 ヘバ酵素機 轉 ニ何等 カノ 影響 ヲ及 ボ

スコ トアルべキハ豫想 セラルル所 ナ リ.

一般 ニ諸種 ノ中毒 ニ於 テ,其 ノ症候,治 療,法 醫 學的意 義等 ハ古來可成 リ詳 細 ニ精査研究 セ ラレ シ所多

シ.然 リ而 シテ一 般ニ生 體内 ニ營爲セ ラルル諸種 ノ新陳代謝ガ中毒 ニ際 シ 如何 ニ變化 セラルルヤ ニ關 シテ

ハ勿論有益ナル研究業績 ノ已 ニ農表セ ラレ タルモ ノ 多數 ア リト雖モ,尚 ホ未 ダ全 ク不明 ナルモ ノ或 ハ實驗

的證明 ヲ缺 グモ ノ甚ダ多 シ.

余 等 ハ夙 ニ茲 ニ見 ル所 ア リシ ガ,最 近 余等 ノ一 人 吉 田3)ハ 肝 臟 ニ於 ケル 尿 酸 々化 機 轉 ト硫 酸

鹽 硫 酸 含 量 トノ 間 ニ一 定 ノ關 係 アル ヲ證 明 シ, Stransky4)ハ 家 兎 體 内 「プ リ ン」新陳 代 謝 ニ及 ボ

ス硫 酸 鹽 ノ影 響 ヲ研 究 シテ尿 「ア ラ ン トイ ン」減 少 ヲ認 メタ リ.

依 ツ テ余 等 ハ再 ビ體 内 ニ於 ク ル尿 酸 々化 機 轉 ガ體 内 ニ硫 酸 「イオ ン」ノ増量 ヲ來 スべ ク豫 想 セ

ラ ルル 硫 化 水 素 中毒 ニ於 テ等 シク影 響 セ ラル ル ヤ否 ヤ ヲ實 驗 的 ニ研 究 シタ ル ニ豫 想 ノ如 キ結 果

ニ到 達 シタ リ.
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實 驗 方 法

實驗動物 トシテハ成育セ ル健康且強大 ナル雄性家兎 ヲ選 ビ,實 驗開始前十數 日間 ハ 日々 一定量 ノ豆 腐粕

ヲ以テ飼育 シ,體 重 ノ動搖少 ナ クナ リ,略 ボ窒素平衝状態 ヲ得ル ニ至 リタル モノニツキ,先 ヅ尿 中ニ異 常成

分 ノ無キヲ確メ,數 日間正確 ニ24時 間宛 ノ尿 ヲ集 メ,硫 酸鹽硫酸 及 ビ「ア ラン トイ ン」ヲ定 量 シ,尿 中兩物

質大ナル量的動搖 ナキ コ トヲ 認 メ タル後,硫 化水素水5.0乃 至20.0ccヲ2乃 至4日 間 ヲ隔 テテ「ネラ トン,

カテテ ール」ヲ以テ經 口的 ニ與 ヘ,爾 後,日 々兩物質 ノ定 量 ヲ續行 セ リ.蓋 シ硫化水素 瓦斯 ヲ與 フルハ吸入

屋 ノ測定 困難 ナルニ因 リ,己 知濃度 ノ硫化水素 水 ノ一定 量 ヲ與 ヘタルナ リ.實際動物 ノ死 亡 シタル時 ニハ直

チニ肝臟 ヲ別 出 シテ其 ノ無機硫 酸量ヲ定 量セ リ.

尿硫酸鹽硫酸 ハ鹽酸 々性 トシタル尿 ニ鹽化「バ リウム」液 ヲ加 ヘテ 沈澱 ンタル硫酸「バ リウム」ヲ濾別,洗

滌,乾 燥灰化 シテ秤量 シ,肝 臟無機硫酸ハ先ヅ一定量 ノ肝臟 ヲ粥化 シ,之 ニ同量 ノ10%三 鹽化醋酸 ヲ加 ヘ

テ蛋 白ヲ除去 シタル 濾液 ヲ尿同様 ニ處 置 シ,沈 澱 シタル硫酸「バ リウム」ヲ定量 セ リ.尿 「アラ ントイ ン」ノ

定 量ハWiechowski大 量定量法 ノ原理 ニ基 キBull5)ノ 改良 セル方法 ヲ用 ヒタ リ.又 硫化水素水 ノ濃度 ハ先 ヅ

氷 醋酸 ヲ以テ強酸性 トナシタル 硫化 水素 水ニ濃厚 ナル過「マ ンガ ン」酸加里 ヲ徐 々ニ滴加 シ,深 紅 色 ノ最早

消失 セザル ニ至 リ,之 ヲ温 メテ濾過 シ,濾 液 ニ着 色アル場合 ニハ少 許 ノ過 酸化水素水 ヲ加 へ之 ヲ除 キタル後

鹽化「バ リウム」液 ノ過 剩 ヲ加 へ,沈 澱 シタル硫酸「バ リウム」ヲ濾別,洗 滌,乾 燥灰化 シテ秤 量セ リ.

硫化水素水 ハ使用 ノ都度新 シク調製 シテ某 ノ濃度 ヲ定 メタリ.

實 驗 成 績

健康家兎 ノ尿硫酸鹽硫酸(硫 酸 トシテ)ノ排 泄量ハ1日0.096-0.139gニ シテ,其 ノ間可成 リノ差アルモ,

動物各個體 ニ就テハ略 ボ一定 セルヲ見 ルベ シ,而 シテ硫化水素水 ヲ與 へタ ル トキハ 其 ノ翌 日ニ於 ケル尿硫

酸 量ハ尿 窒素量 ニ關係ナ ク著 シキ増加 ヲ示 シ,第3日 ニ於テ ハ巳 ニ平日量 ニ復 歸 シ,時 ニハ平 日量以 下ニ減

少 スルコ トア リ.(第1-第3表)

第1表
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* 死 亡

第2表

* 死 亡

第3表
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* 死 亡

尿 「ア ラ ン トイ ン」ノ1日 量 ハ,健 康 家 兎 ニ於 テ0.094-0.152gナ リ.硫 化 水 素 水 ヲ與 フル ヤ,尿 硫 酸 量 ノ

増 加 トハ 多 少 遲 ル ル傾 向 ヲ以 テ 減少 シ,試 驗 動 物 ノ死 亡 朗 日ニ於 テ ハ共 ノ量0.0l8-0.025gニ 減 少 セル ヲ認

メ タ リ.(第4-第6表)

第4表
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* 死 亡

第5表

* 死 亡

第6表
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* 死 亡

硫化水素水 ヲ與 フルニ當 リ試 驗動物ハ其 ノ投與直後 ニ於テ 口唇,耳 朶 ノ「チア ノーゼ」,呼吸 困難等 ノ中毒

症状 ヲ稍 々著明 ニ現ハ シ.時 ニ輕度 ノ〓 搦,頸 部強直ア リ.多 クノ場 合ニ於テ之等 ノ中毒症状 ハ30分 乃至

数時間 ニシテ消失 シ.唯 食慾 不振 ノ ミヲ殘 シテ恢復 スル モ,時 トシテハ投與 直後,或 ハ5分 間解 ノ後 ニ突然

急激 ナル痙攣 ノ下 ニ斃 ルル コ トア リ.稀 ニ某 ノ後1時 的 ニ恢復 スル コ トアルモ數時間後 ニ 死亡スル ヲ常 ト

ス,

斯 クテ中毒死 亡シタル試驗動物 ノ肝 臟 ニツキ其 ノ無機硫酸含量 ヲ定 量 シ 之 ヲ健康家兎 ノ夫 レト比較對照

シタルニ.第7及 ビ第8表 ニ見 ルガ如 キ成績 ヲ得 タリ.(第7及 ビ第8表 參照)

第7表　 健康家兎肝臟無機硫酸量 第8表　 硫化水素水中毒家兎肝臟無機硫酸量

即チ健康家兎肝 臟 ニ於 ケル無機硫酸含量 ハ3.1-6.3mg%ニ シテ,硫 化水素水 中毒 家兎肝 臟 ニ於 テハ11.5

-20 .4mg%ヲ 示 シ,中 毒 家兎肝 臟 ニ於テハ其 ノ無機硫酸量ハ異常 ニ多 キヲ認 メタリ.
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總 括

上記 實 驗 成績 ヲ按 ズル ニ,家 兎 ニ硫 化 水 素水 ヲ與 フ レバ 其 ノ翌 日尿 ノ硫 酸 盛硫 酸 量 ハ著 シク

増 加 シ,尿 「ア ラ ン トイ ン」量 ハ稍 々遲 レテ其 ノ影響 ヲ示 ス如 シ.數 囘 ニ亙 リテ硫 化 水 素 水 ヲ與

フル 時 ニハ更 ニ著 明 ナル 減 少 ヲ認 ム ベ シ.即 チ消 化 管 内 ニ注 入 セ ラ レタル硫 化 水 素 ノ酸 化 セ ラ

レタル大 部分 ハ24時 間 以 内 ニ尿 中 ニ移 行 シ,一 小 部 分 ハ體 内 ニ蓄 積 ス ル モ ノ ノ如 シ.

中毒 死 セル家 兎 肝 臟 ニ於 ケ ル硫 酸 量 ノ増 加 ヲ證 明 シタ ル ハ生 存 時 ニ於 ケル硫 酸 量 ノ 増 加 ヲ推

定 セ シ メ,從 ツテ尿 酸 々化 酵 素 ノ作 用 ヲ抑 制 シテ尿 「ア ラ ン トイ ン」排 泄 ノ減 少 ヲ原 因 シタ ル モ

ノ ト思 考 セラ レ, Stransky6), Schittenhelm u. Chrometzka7)ノ 實 驗 成 績 ト余 等 ノ一 人 吉 田 ガ

「ヂ ス トマ」病 家 兎肝 臟 ニ ツ イテ行 ヘル 尿 酸 々化 酵 素 試 驗 竝 ニ健 康 家 兎肝 粥 ニ硫 酸 鹽 ヲ附 加 シテ

行 ヘ ル附 加 尿 酸 々化 酵 素 試 驗8)ニ 於 ケ ル成績 ト其 ノ意 義 ヲ一 ニ スル モ ノ ト云 フべ キ ナ リ.

結 論

1)家 兎 ニ硫 化 水 素水 ヲ與 フル時 ニハ尿 中硫 酸 盤 硫 酸 量 ハ一 時 的 ニ,即 チ投 與 シタル 翌 日ノ

尿 ニ於 テ著 シク 増加 ス.數 囘 ニ亙 リテ與 フル時 ハ持 續 的 ニ増 加 スル モ,矢 張 リ與 ヘ タ ル翌 日 ニ

於 テ著 明 ナ リ.

2)硫 化 水 素水 ヲ與 ヘ タ ル家 兎 ノ尿「ア ラ ン トイ ン」量 ハ尿 硫 酸 増 量 ニ少 シ遲 レテ減 少 ス.而

シテ數 囘投 與 ニ於 テハ持 續 的 ニ減 少 ス.

3)硫 化水 素水 中毒 家兎 肝 臟 ノ硫 酸 鹽 硫 酸 ハ著 シク増 加 ス.從 ツテ中 毒 家 兎 ノ尿 「ア ラ ン トイ

ン」ノ減 少 ハ肝 臟 ニ於 ケ ル尿 酸 々化 機轉 ガ増 量 セル 硫 酸 鹽 ニ ヨ リ抑 制 セ ラル ル ニ原 因 スル モ ノ

ナ ラ ン ト思 考 ス。

(6. 4. 22.受 稿)
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Kurze Inhaltsangabe.

Uber Harn-schwefelsaure und -allantoin des Kaninchens bei 
der H2S-Wasser-Darreichung.

Von

Inataro Yoshida und Hiroshi Uyeno.

Aus dem Geri, hisarztlichen Institut der Medizinischen Universitat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. C. Endoh.)

Eiugegangen am 22. April 1931.

Die Ausscheidung der Harnschwefelsaure und des Harnallantoins bei Kaninchen, 

denen H2S-Wasser per os dargereicht worden war, wurde untersucht. Die Versuchsre

sultate sind folgende:

1) Die Ausscheidung der Sulfatschwefelsaure erhbht sich deutlich an dem auf die 

Darreichung des H2S-Wassers folgenden Tage.

2) Die des Allantoins dagegen zeigt eine Erniedrigung, die etwas spater als die 

Vermehrung des Harnsulfates auftritt.

3) Die Sulfatschwefelsauremenge in der Leber vergifteter Tiers nimmt betrachtlich 

zu, wodurch wahrscheinlich die Hemmung der Leberurikolyse bewirkt werden kann.

(Autoreferat.)
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